







   
 
氏 名 （ 本 籍 地 ） 
学 位 の 種 類 
学 位 記 番 号 
学 位 授 与 年 月 日 
学 位 授 与 の 要 件 
研 究 科 ， 専 攻 
 
論 文 題 目 
博 士 論 文 審 査 委 員 
  
ま   しも  かず   み 








（主査）教 授 山 本 和 生 
   教 授 草 野 友 延 












ではRecombination モデル(図 1)と、Slipped mispairing モデル(図 2)が報告されている。
これらのモデルでは、欠失点の直前にある同方向の繰り返し塩基配列（一対の相同な塩基
配列）を利用して欠失突然変異が生じる。本研究では、組み換え機能を欠損した6種類の
大腸菌株（RecA, RecJ, RecQ, RuvAB, RecG, RuvC の各欠損株）において染色体 DNA 上に
存在するtonB 遺伝子を標的とし、突然変異率を求め、tonB 遺伝子の突然変異体を分離し、
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 図 1       Recombinationモデルによる欠失突然変異生成機構 
染色体上の相同な塩基配列A, A’間で対合し、組み換えが起こる。 














 図 2  Slipped mispairing モデルによる欠失突然変異生成機構 
DNA 複製中に新生鎖の塩基配列 B が鋳型鎖上の A から離れ、A と相同な配列である 5’側の A’にポリメラー
ゼがスリップして、Bと A’のmispairing が起こる。mispairing がなおされないまま複製が進み、新生鎖が
次の複製で鋳型となりつくられた二本鎖 DNA では、スリップしてできたループの部分が欠失する。あるいは





























野生株では 51 サンプル中 8 サンプル生じていたのに対して、recA 欠損株では 49 の tonB
変異体中 0 サンプルであった。次に注目したのが、recJ 遺伝子の欠損株と recQ 遺伝子の

































































突然変異は DNA 複製誤りモデルで説明できる。 
 ruvAB 変異株では、野生株と比べて欠失突然変異が高く生成されていた。ruvAB 遺伝子が作る
RuvAB タンパク質は、DNA の Y 字構造に結合し、一方向の鎖を分離する機能がある。複製誤りで欠失
変異が生成するとした場合、その中間体として Y 字構造が出来る。この構造には、大腸菌では DNA ポリ
メラーゼ I が結合して修復することが知られている。真下和美は DNA 複製誤りで出来た Y 字構造に
RuvAB タンパク質も結合して、修復することが出来るというモデルを提唱した。 
 これらの成果は、突然変異生成機構に新たな説明を加えるもので、真下和美に自立して研究活動を行う
に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，真下和美提出の論文は，博士
（生命科学）の学位論文として合格と認める。 
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